
一
般
質
問

【
狙
い
】

　
県
は
保
育
補
助
者
な
ど
の
人
件
費
支
援
、
保
育
士

の
メ
ン
タ
ル
や
保
護
者
対
応
な
ど
の
相
談
体
制
も
他

県
よ
り
優
れ
た
支
援
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
場
で
は
延
長
保
育
の
早
出
、
遅
出
勤
務
に
加
え
、

書
類
作
成
が
多
く
煩
雑
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
に

持
ち
帰
り
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
正
規
保
育
士

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
追
わ
れ
る
業
務
で
な
く
、

余
裕
を
持
っ
て
保
育
に
向
き
合
え
る
業
務
と
な
れ
ば
、

保
育
士
志
願
者
も
増
え
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】

　
県
と
し
て
非
常
勤
保
育
士
や
パ
ー
ト・
会
計
年
度
任

用
の
保
育
士
が
正
規
へ
移
行
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

施
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答（
健
康
福
祉
部
長
）】

　
非
正
規
保
育
士
の
正
規
へ
の
移
行
を
進
め
る
に
は
業

務
に
見
合
っ
た
給
与
、
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
、
業
務
負

担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
処
遇
改
善
は
、
県
独
自

で
令
和
５
年
度
か
ら
若
手
保
育
士
へ
の
住
宅
手
当（
月

額
４
万
円
上
限
）、
子
育
て
中
保
育
士
の
早
出
遅
出
勤

務
を
減
ら
す
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
最
大
50
万
円
の
奨
励
金

支
給
を
始
め
て
い
る
。

　
業
務
負
担
軽
減
と
し
て
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
業
務

を
行
う
保
育
補
助
者
、
給
食
の
配
膳
な
ど
を
行
う
保
育

支
援
者
の
人
件
費
を
拡
充
し
、
令
和
５
年
度
は
補
助
者

80
名
、
支
援
者
53
名
の
実
績
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導

入
支
援
、
保
育
士
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、
保
護
者
対
応
等

の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

助
成
制
度
の
活
用
が
進
む
よ
う
園
長
会
議
な
ど
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

【
質
問
】

　
研
修
の
効
率
化
や
、
若
手
保
育
士
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
に
県
独
自
の
処
遇
改
善
加
算
を
付
加
す
る
な

ど
、
更
な
る
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
。

【
答（
健
康
福
祉
部
長
）】

　
研
修
は
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
幼
児
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
受
講
者
の
負

担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
情
勢
に
合
わ
せ

て
保
育
中
の
災
害
対
応
、
あ
る
い
は
不
適
切
保
育
防

止
の
研
修
を
組
み
込

む
な
ど
、
毎
年
内
容

を
見
直
し
実
施
し
て

い
る
。
国
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
研
修
受
講

を
処
遇
改
善
加
算
の

条
件
と
し
て
お
り
、

本
県
独
自
に
「
園
内

リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
」
等
を
加
え
、
月

額
５
千
円
～
４
万
円

の
加
算
を
よ
り
取
得

し
や
す
く
し
て
い
る
。

2024年５月24日発行
野田哲生 議会活動レポート第15号vol.vol.1515

� ２月定例会
初めてフルマラソンに挑戦しました。1月からの練習では14キロが最長でしたが、沿道から
の声援、エイドスタッフの激励に感動しました。最後は気力で完走できました。翌日から１週間、
倦怠感が続きましたが、挑戦し達成した事は今後の様々な自信につながりそうです。

3/31㈰ 仲間達と走った3/31㈰ 仲間達と走った
ふくいさくらマラソンふくいさくらマラソン

【参考：先進国との比較】
 保育士の配置基準（保育士１人で見られる子どもの人数）

日本日本 アメリカ
（ニューヨーク州） 英国 フランス ドイツ

（ザクセン州）
乳児 ３人３人 ４人

１歳半以
降は５人

３人 歩けない子５人、
歩ける子８人 6 人１歳 ６人６人

２歳 ６人６人 ４人
３歳 20人20人 ７人

13人 15人 13人４歳 30人30人 ８人
５歳 30人30人 ９人
※�日本は現在の基準。日本以外の各国データは 2009 年当時の全国社
会福祉協議会の報告書より
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２月定例会 NEWS

【
質
問
】

　
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
や
青
森
県
六
ケ
所
村
の
再

処
理
工
場
の
稼
働
が
確
実
と
な
る
時
期
ま
で（
乾
式
貯

蔵
施
設
の
設
置
に
向
け
た
）事
前
了
解
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
。

【
答（
知
事
）】

２
０
３
０
年
ご
ろ
に
（
県
外
に
）
設
置
さ
れ
る
中
間

貯
蔵
施
設
へ
の
円
滑
な
搬
出
が
目
的
。
事
前
了
解
願

は
、
各
原
発
で
30
年
ご
ろ
に
乾
式
貯
蔵
施
設
の
運
用

を
開
始
で
き
る
よ
う
、
審
査
期
間
や
工
期
を
逆
算
し

て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

点
は
関
電
が
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

�

（
そ
の
後
、
3
月
15
日
に
知
事
が
申
請
了
承
）

【
質
問
】

　
乾
式
貯
蔵
施
設
で
の
保
管
期
限
は
、
県
が
厳
し
く

区
切
り
を
設
定
す
べ
き
で
、
国
と
関
電
、
県
の
３
者
で

覚
書
を
締
結
す
る
べ
き
。

【
答（
知
事
）】

　
引
き
続
き
国
と
関
電
に
使
用
済
み
核
燃
料
を
確
実

に（
県
外
に
）搬
出
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
て
い
く
。

乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
関
電
は（
原
発
敷
地
内
で

の
）貯
蔵
容
量
を
原
則
増
や
さ
な
い
方
針
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

一
般
質
問

⃝
  

原
子
力
災
害
の
避
難
ル
ー
ト
・
避
難
方
法
の
見

直
し
は
？

【
質
問
】

　
高
速
道
路
や
国
道
が
能
登
半
島
地
震
で
通
行
で
き

な
く
な
っ
た
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後
、
福
井
県
広
域

避
難
計
画
の
車
両
で
の
避
難
ル
ー
ト
や
、
車
両
以
外

の
避
難
方
法
を
含
め
、
避
難
ル
ー
ト
と
避
難
方
法
を

追
加
修
正
す
る
な
ど
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答（
防
災
安
全
部
長
）】

　
原
子
力
災
害
時
は
、
ま
ず
は
屋
内
退
避
を
行
っ
た

上
で
、
事
態
の
進
展
に
応
じ
て
避
難
す
る
。
県
広
域

避
難
計
画
要
綱
で
は
、
避
難
ル
ー
ト
を
複
数
示
し
て

お
り
、
集
落
が
孤
立
し
た
場
合
は
、
実
動
機
関
に
支

援
要
請
し
、
多
様
な
手
段
で
速
や
か
に
避
難
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
県
広
域
避
難
計
画
要
綱
の
見
直
し
は
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
山
中
委
員
長
が
、
関
係
省
庁
で
議
論
し

て
い
く
と
の
考
え
を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
国
の
議

論
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
た
い
。

⃝
  

断
層
の
連
動
に
つ
い
て
再
調
査
も
必
要
で
は
な

い
か
？

【
質
問
】

　
こ
の
機
を
捉
え
、
県
と
し
て
現
在
の
福
井
県
の
断

層
帯
が
連
動
す
る
可
能
性
が
な
い
か
、
加
え
て
の
断

層
調
査
が
必
要
で
な
い
か
、
文
部
科
学
省
「
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
」
に
県
内
の
断
層
調
査
を
要
求
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答（
防
災
安
全
部
長
）】

　
県
で
は
、「
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
」
が
平
成
21

年
公
表
の
最
も
新
し
い
断
層
評
価
に
基
づ
き
地
震
被
害

の
想
定
を
し
、

こ
れ
を
基
に
原

子
力
防
災
を
含

め
地
域
防
災
計

画
を
策
定
し
て

い
る
。
今
後
、

国
が
新
た
な
地

震
評
価
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
評

価
が
示
さ
れ
た

場
合
は
、
速
や

か
に
県
の
地
域

防
災
計
画
な
ど

を
見
直
し
た
い
。

原 発

関 電

避
難
方
法
・
断
層
の
連
動
は

�

大
丈
夫
か
？

現
時
点
で
は

�

了
解
す
べ
き
で
は
な
い
‼

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
!!

乾
式
貯
蔵
施
設
の
事
前
了
解
願
い

乾
式
貯
蔵
施
設
の
事
前
了
解
願
い

原発30km圏住民の県外避難先

対象市町 県内の避難先 県外の避難先
敦 賀 市 小浜市、福井市 奈良県
美 浜 町 おおい町、大野市
若 狭 町 越前町

兵庫県小 浜 市 越前市、鯖江市
おおい町 敦賀市
高 浜 町 敦賀市
南越前町 永平寺町
福 井 市 福井市内
鯖 江 市 坂井市、勝山市 石川県越 前 市 坂井市、あわら市
越 前 町 坂井市
池 田 町 大野市

日
本
周
辺
の

活
断
層
の
分
布
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議会・視察 NEWS

（
放
射
能
事
故
の
恐
ろ
し
さ
）

　
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
員
連
盟
主
催
の
福
島
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
13

年
が
経
過
し
た
浪
江
町
、
双
葉
町
、
大
熊
町
を
視
察

し
ま
し
た
が
、
今
も
続
く
帰
宅
困
難
区
域
や
汚
染
土

砂
の
中
間
貯
蔵
施
設
、
そ
し
て
廃
炉
作
業
の
第
一
原

発
１
号
機
か
ら
４
号
機
の
す
ぐ
近
く
ま
で
見
学
で
き

ま
し
た
。
現
在
も
廃
炉
作
業
に
３
０
０
０
人
が
毎
日

従
事
し
年
間
約
２
０
０
０
億
円
の
国
費
が
投
入
さ
れ

て
い
ま
す（
1
日
約
５・５
億
円
）

　
あ
の
時
の
ま
ま
残
さ
れ
た
家
屋
や
施
設
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
農
地
は
放
射
能
汚
染
土
砂
が
14
～
15
ｍ
も

積
ま
れ
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
砂
は

仮
置
き（
中
間
貯
蔵
）と
さ
れ
て
お
り
、
中
間
貯
蔵
は

30
年
以
内
に
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了
す
る
と

い
う
法
律
が
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
大
き
な
壁

が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
浪
江
町
に
は
３
０�

０
０
人
ほ
ど
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、

帰
宅
困
難
区
域
が
解

除
に
な
っ
て
か
ら
も

ま
だ
50
人
程
度
し
か

故
郷
に
は
戻
っ
て
い

ま
せ
ん
。

アリーナ

な
ぜ
？�

�
行
政
支
援
が
増
え
た
？

福島第一原発１号機は水素爆発事故当時のまま

故郷は津波で消え、今は人の住まない浪江町 汚染土砂の安全性を説明する環境省職員 農地に積まれた汚染土砂（黒いシートで覆われている）

県内から運び込まれ、分別を待つ汚染物質あちこちに見られる門構えだけを残し解体した住宅 津波の力で凹んだタンク

福
島
は
全
く

福
島
は
全
く

��

終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

福島県福島県
視察視察

産
業
常
任
委
員
会

【
質
問
】

　
建
設
費
が
１
０
５
億
円
に
増
額
し
た
分
、
経
済
界
の

前
回
の
説
明
で
は
75
億
円
を
民
設
で
全
額
負
担
す
る

話
か
ら
、
50
億
円
を
行
政
負
担
、
民
間
負
担
は
55
億

円
に
下
が
っ
て
い
る
。
民
設
民
営
を
掲
げ
て
い
た
の
に

話
が
違
っ
て
い
る
。
経
緯
が
お
か
し
い
と
思
う
が
、
県

は
ど
う
い
う
認
識
な
の
か
。

【
答（
ス
ポ
ー
ツ
局
長
）】

　
民
間
の
投
資
を
促
す
と
い
う
意
味
で
補
助
金
を
出

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
再
開
発
事
業
や
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
な
ど
多
々
事
例
が
あ
る
。
民
間
事
業
者
は
返
済

リ
ス
ク
を
軽
く
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
補
助
制
度
が

使
え
る
か
を
考
え
る
が
、
現
時
点
で
行
政
支
援
を
要

望
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
民
設
民
営
を
あ
き
ら
め

た
わ
け
で
な
く
、
今
後
も
協
議
を
進
め
て
い
く
。

ア
リ
ー
ナ
構
想

ア
リ
ー
ナ
構
想

東
公
園
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Activities

ご覧くださいね

⇒

のだ哲生
オフィシャルHP

公式LINE
（お知らせ用）

ＦＢ
（日頃の活動）のだ哲生事務所

〒918-8031福井市種池町3-36
E-mail：tkannoda@gmail.com

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
取
組

※
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
は

　�

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
環
境
負
荷
の
小
さ
い

鉄
道
や
船
舶
の
利
用
へ
転
換
す
る
こ
と

廃
棄
物
処
理
技
術
と
ト
ー
タ
ル
処
理
シ
ス
テ
ム

バ
イ
オ
特
殊
乾
燥
の
発
明

リ
サ
イ
ク
ル
と
浸
透
性
の

 

新
技
術

聞
く
聞
く
の
だ
！
の
だ
！
や
る
や
る
の
だ
！
の
だ
！
寄
り
そ
う

寄
り
そ
う
の
だ
！
の
だ
！

み
ん
な

み
ん
な
がが
元
気
元
気
なな

��

ふ
く
い
ふ
く
い
をを
つ
く
る
！

つ
く
る
！

トレーラーの運転手不足であり、今後は
トラックからコンテナへ積替えできる上
屋があれば輸送量を大幅に増やせます。

貨物からトラックへ今まで３～４時間かかっ
ていた積み卸しをトラック横付けで23分
で完了することが可能になりました。

瓦の廃材を利用するため、環境循環に
も配慮しています。

水たまりができず、地熱を下げる、目
詰まりしない、すぐに固まる浸透性コン
クリート。特に歩道舗装におすすめ。

このパネルに湿気を吸う性質を持たせ、
部屋に置けば湿度３０％以下に。下のパ
イプから湿気を吸った水が出てきます。

新しい焼却炉は１日200tの能力で、
北陸ではトップ、全国でも20位以内。

この乾燥室に木材を入れ、木材が木材
の水を吸い、含水率は15％以下に。
気温が35℃以下であれば、細胞を殺さ
ず上質な木材になります。

次々と大型トラックで産廃が運び込まれ
る。医療用ゴミなども全て受け入れ、焼
却灰は容量３％程度に。社会が出すゴミ
を分別し環境に配慮して焼却していました。
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誰もおしえてくれない
� 県内の環境環境先進モデル
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